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食と緑の科学　第64号 77－89（2010）
序論　100周年記念行事の一環として
　2009年，千葉大学園芸学部は創立100周年を迎えた．今日
までの多くの研究業績を踏まえ新たな世紀に向けて取り組
むテーマの一つとして，2010年から園芸学部と戸定会との共
同による社会貢献教育プログラムをスタートさせる．修了者
には資格として「環境園芸士」を授与することで検討を進め
ている．その目的は園芸技術を広め園芸文化を高めることに
ある．対象は社会人と学生を含めた市民の園芸愛好者・園芸
入門者である．教育プログラムの内容は花卉，蔬菜，果樹・
植木の各専門科目とし，個人の趣味園芸のレベル向上と「花
と緑の街づくり」の指導者養成を目指し，2010年９月に花卉
のプログラムから開始する予定である．
　本稿の筆頭者は，「環境園芸士」の提案者として，100周年
記念行事の一環として進められた「園芸資格制度検討委員会」
（第１表）の発起人の一人となった．本稿は，「園芸資格制
度検討委員会」設立の経緯と活動状況，及び「環境園芸士」
資格制度に関する調査・研究の経過を著わすものである．
1.　背　　景
　2007年４月の学部・大学院の改組により，大学院園芸学研
究科の中に生物資源科学，緑地環境学，食料資源経済学の３
コースが設置された．緑地環境学コースに新しく設けられた
環境健康学領域は，人と環境のよりよい関係のために福祉や
健康に関して緑地や園芸を，医学，薬学，工学，福祉，教育，
心理等の観点から取り組む領域である．
　環境健康学領域の中で本稿の筆頭者は，超高齢社会となっ
た我が国の大きな社会問題である医療や福祉に着目し，人と
●報告
「環境園芸士」資格制度発足に向けて
―園芸学部と戸定会，共同の社会貢献教育プログラム―
宮下佳廣・渡辺　均・岩崎　寛・
山口利隆
千葉大学大学院園芸学研究科
Proceeding for Horticultural Expert “Environmental  Gardener”
―Social Benefi t Program in cooperation with university staffs and alumni―
Yoshihiro Miyashita, Hitoshi Watanabe, 
Yutaka Iwasaki and Toshitaka Yamaguchi
Graduate School of Horticulture, Chiba University
　In 2009, 100 years had passed since Faculty of Horticulture, Chiba University was established. To spread knowl-
edge which has been achieved in these 100 years, university staffs and alumni will start a program, called ‘Environ-
mental Gardener’ as a part of memorial events. The aim of this program is to spread technologies of horticulture 
and to enrich cultures of horticulture. A certifi cation is going to be given for people who fi nished this program. 
There are four courses for this program: fl owers, vegetables, fruits and garden plants. This is designed for students 
and members of society. The fl ower course will start September 2010 at fi rst. Each course has lectures on basic 
plant knowledge such as plant cultivation, plant physiology, ecology, soil, fertilizer, pest control and garden design, 
as well as practices at university farm. 
Key word：  100th anniversary, cooperation with university staﬀ s and alumni , social beneﬁ t program, 
environmental gardener 
キーワード： 園芸学部創立100周年，大学と卒業生とのコラボレーション，社会貢献教育プログラム，
環境園芸士
第１表　園芸資格制度検討委員会メンバー
学　内
藤井英二郎，北条　雅章，小原　　均，渡辺　　均
丸尾　　達，永瀬　彩子，山口　利隆，宮下　佳廣
戸定会
板木　利隆（園昭25），　内藤　　進（園昭28）
柴道　　昭（農別昭30）村井　千里（園昭32）
高橋　英吉（園昭33），　和田　昭通（園昭33）
小泉　　力（園昭35），　飯本　光雄（総農昭37）
中島　　宏（造昭37），　松崎　　喬（造昭39）
大石　武朗（造昭41），　小野　祐幸（園昭41）
鈴木　邦彦（総農昭44）山口　利隆（生管46）
賀来　宏和（造専昭54） （卒業年次順）
77
CW3_AY357D07.indd   77 2010/04/22   15:12:27
プロセスシアンプロセスマゼンタプロセスイエロープロセスブラック
緑のよりよい関係作りのために病院における緑化を研究
テーマとして取り上げている．
　病院緑化のテーマについては，院内における緑の量的な面
ではなく植栽樹種・植栽場所といった緑の質的な面からの研
究に加え，院内の花や緑に対する患者や職員の意識調査の二
つの側面からの研究を進めていた．ある県立病院でのヒアリ
ング調査の過程で，自主的に院内の中庭で園芸作業に取り組
んでいる職員・看護師達から，楽しみながら手入れをしてい
くための園芸技術指導の要望がだされた．これらのヒアリン
グ調査の結果から，花や緑の維持管理を行う職員やボラン
ティアに対する園芸技術指導者の養成を重要なテーマと捉
え，花卉，蔬菜，果樹・植木等の園芸の各分野を含めた園芸
資格制度の検討を開始した．
　同時期に本稿の筆頭者は園芸学部創立100周年に関連して
建設する記念館の運営委員会のメンバーになり建設後の運
営管理の検討に加わった．この検討の中で戸定会の委員に記
念館の活用の観点からも園芸資格制度とリンクさせ学内の
教員と共同の社会貢献教育プログラムの取り組む意義を説
明し，賛同を得た．その結果園芸資格制度の検討は100周年
記念行事の一環として進めることになり，学内と戸定会にそ
れぞれ園芸資格制度検討委員会が設立された．本稿の筆頭者
はその発起人の一人として委員会の企画・運営に携わり，資
格制度検討のためのアンケート・ヒアリング調査や他の園芸
関連資格調査等の研究活動を進めた．また，園芸資格制度検
討委員会の発起人となる動機の背景として，本稿の筆頭者は
2006年４月から園芸別科（造園・樹木専攻）で学んだ経験が
ある．別科在籍中に資格取得のシステムがあれば修了者の活
躍の場として家業継承や関連企業への就職の道に加えより
広がりが出てくるということを実感していた．「園芸資格制
度」が実現すれば，別科卒業生の活躍の場がさらに広がり園
芸を通した社会貢献が期待できるものと思われる．
2.　趣味園芸から社会園芸・都市園芸へ
　生態系の中で人と園芸のかかわりを考えてみるとき，消費
者としての動物が生産者の植物をそれぞれの生活に役立つ
ように馴化・栽培し，自分たちのために自在に利用できるの
は人だけである．岩槻［１］は農林業に含まれる園芸は人だ
けが演じる典型的な文化活動の一つと述べている．園芸の語
源はhorticultureの訳語として明治の初めに造語されたもので
あり，ラテン語のhortus（庭）＋cultura（栽培，耕作）の意で
ある．園芸の成り立ちは古代，文明が発達したところで文化
が育ちそれとともに園芸が栄えてきた歴史がある．高野［２］
はとくに花卉栽培は宮廷園芸の発達によるところが大きく，
その影響は個人の趣味園芸に及び，育てる喜びや美的満足感
を充足しレクレーションの役割を果たしてきたと述べてい
る．営利を目的として生産・販売を行う生産園芸とは異なり，
趣味園芸は家庭で自然に立ちかえり美しい花と緑を育てて
観賞することや野菜や果樹を育て新鮮な青果物を食べる楽
しみを味わうことで，家庭園芸とも言われる余暇活動の一つ
となっている．
　このように人と園芸の関わりがますます深まる今日，樋口
［３］は園芸をその機能面から第１図に示すように経済・社
会・文化・環境の４つに分類している．経済面の機能として
は野菜・果物･花卉の生産・販売を生業とする生産園芸である．
社会面としては福祉，医療，教育，コミュニティの機能が考
えられ，美学やコミュニケーションの機能をもつ文化面とを
合せて社会園芸としている．また，環境面として大気浄化，
温湿度緩和，景観，アメニティに関係する園芸を都市園芸と
している．精神的ストレスが高まる現代，この社会園芸・都
市園芸について今西ら［４］ は楽しむだけでなく健康維持に
繋がり，心の豊かさ癒しの効果が得られる植物が持つ人を変
える力で，福祉や医療あるいは教育などに役立つ分野を社会
園芸としている．また人口の過密化が進む都市において，屋
上や壁面の緑化花のある街づくりなど豊かな景観やアメニ
ティの創造を目指す分野を都市園芸としている．
　現在環境健康学領域や環境健康フィールド科学センター
で取り組まれている園芸療法は，まさに園芸の持つ機能を医
療の分野に取り入れている社会園芸の一つといえる．
　同様に今回の園芸資格制度の目的は個人の趣味としての
園芸技術の向上と「花と緑の街づくり」の指導者を養成する
ことであり，景観，アメニティを目指す都市園芸分野の一つ
に位置づけられるといえる．
第１図　園芸の機能による区分
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第２表　余暇活動の参加希望率上位20位（2007～2008）　（レジャー白書　2009より）［５］
3.　園芸に関する市場調査
　園芸に関する市場調査として，まず国内全体の園芸人口の
動向把握を行った．次に当面，園芸資格制度の対象となる首
都圏在住者の個人の趣味としての園芸動向をみるためアン
ケート調査を行った．さらに「花と緑の街づくり」のための
指導者として園芸技術者が活躍する場となる公共施設の緑
地・花壇の現状を知るために，キャンパスのある松戸市・柏
市でのアンケート・ヒアリング調査を行った．
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⑴　国内の園芸人口動向
　財団法人日本生産性本部が毎年発行している「レジャー白
書」［５］は，全国の15歳以上の男女3,000人を対象に国民の
余暇意識及び余暇活動への参加実態を調査した結果を発表
している．第２表は余暇活動91種目（スポーツ部門28種目，
趣味・創作部門30種目，娯楽部門21種目，観光・行楽部門12
種目）について，将来の参加希望をたずねた結果を参加希望
率（すでに現在その活動を行っていて今後も続けたい人と，
現在やっていないが将来やってみたい人の両方を含む）とし
て表したものである．この結果，「園芸，庭いじり」は全体
91種目中上位20種目の内13位にあり，男性の16位に対し女性
は11位と高い位置にある．また2007年対比の2008年の参加希
望率は28.9％から30.4％と上昇している．同様に参加希望率
が上昇している種目は国内観光旅行，パソコン（ゲーム・通
信），音楽鑑賞等であり，下降しているのが海外旅行，ピクニッ
ク・ハイキング等である．この理由について財団法人日本生
産性本部は不況下での “巣ごもり消費” が増加し，単価が安
く家庭や近所で何度も参加して楽しめる「日常型レジャー」
が伸びている傾向が反映していると解説している ．今後も
環境問題，健康志向，ストレス緩和との関連で園芸に携わる
人口の増加傾向は続くものと考えられる．
⑵　首都圏在住者の園芸に関するアンケート
　国内の園芸人口の次に，首都圏在住者の個人の趣味として
の園芸の現状調査を「庭やベランダでのガーデニング・園芸
に関するアンケート」により実施した（第３表）．調査時期
は2009年７月～８月 ，対象は首都圏在住者を中心にマンショ
ン10ケ所（都内８ケ所・千葉県内２ケ所）・企業12社（都内
10社・千葉県内２社）・定年退職者の交流団体・公開講座受
講者・大学関係者・都内の店舗（飲食店・クリーニング店・
理容室・美容室）などの男女計1,390人の回答を得た．
　第２図にその回答者の属性を示した．性別では男女比率が
49.4%と50.6％と，女性がやや多かった．地域別・住居別で
は東京都内の回答者が41.2%マンション居住者が50.8％と
なっている．この理由は対象企業の12社中10社が都内であり
マンションも10ケ所中８ケ所が都内からの回答を得た結果か
らといえる．次に千葉県の回答者が31.9%と多いのは，千葉
大学関係者，果樹の公開講座受講者と県内居住者の協力が多
かったことによる．年齢別には40代～60代にかけての回答者
が多く50歳以上から60歳以上までの回答者を合わせると52％
となり半数以上を占めている．
　第３図に「庭やベランダでのガーデニング・園芸への現在
の取り組み状況」を示した．この図から園芸を行っている比
率は男女とも65~67%前後と３人に２人が参加しており，前
述のレジャー白書の参加希望率30.4％よりは高い傾向がみら
れた．これはレジャー白書の対象が15歳以上という年齢に対
し，アンケートは20歳半ばから70歳前後という年齢幅の違い
と，前者の対象地域が全国でありアンケートでは首都圏が対
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第２図　庭やベランダでのガーデニング・園芸に関するアンケート回答者の属性　（n=1,390）
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第３表　庭やベランダでのガーデニング・園芸に関するアンケート
　千葉大学・園芸学研究科では，園芸技術の普及・向上のための研究を行っております．
　都市における園芸の研究の一環として，皆様のお宅におけるガーデニング・園芸に関するアンケートのお願いをしてお
ります．何卒，ご協力の程よろしくお願いいたします．
［設問１～５は全員の方にお聞きします］
１．あなたについてお聞きします．（性別･）
　　A．男性　　B．女性
２．あなたの年齢についてお聞きします．
　　A．30歳まで　　B．30歳以上～40歳　　C．40歳以上～50歳　　D．50歳以上～60歳　　E.　60歳以上
３．お住まいの場所について
　　A．東京都　　B．千葉県　　C．埼玉県　　D．神奈川県　　E．他県（　　　　　）
４．お住まいの状況について
　　A．マンション　　B．戸建　　C．その他（　　　　　）
５．現在，庭やベランダ等で，ガーデニングや園芸を行っていますか
　　A．行っている　　B．今後考えてみる　　C．行っていない
［設問６は行っていない方にお聞きします］
６．行っていない方にお聞きします．園芸を行っていない理由は何でしょうか？（複数回答可）
　　A．以前に枯らしてしまった　　B．手入れが大変　　C．虫が嫌い　　D．植物に関心がない　　E．時間がない
　　F．場所がない　　G．園芸の知識がない　　H．汚れるのがいやだから
［設問７～14は現在行っている方にお聞きします］
７．栽培しているものは何でしょうか？（複数回答可）
　　A．野菜　　B．花　　C．観葉植物　　D．果樹　　E．樹木　　F．その他（　　　　　　）
８．これから栽培してみたいものは何でしょうか？　（複数回答可）
　　A．野菜　　B．花　　C．観葉植物　　D．果樹　　E．樹木　　F．その他（　　　　　　）
９．園芸作業はどなたが行っていますか？
　　A．本人　　B.家族　　C．その他（　　　　　　）
10．ガーデニングや園芸の品物はどこで購入していますか？（複数回答可）
　　A．ホームセンター　　B．花屋さん　　C．通信販売　　D．その他（　　　　　　　）
11．ガーデニングや園芸に掛る一か月の費用はどのくらいですか？
　　A．1,000円以下　　B．3,000円以下　　C．5,000円以下　　D．10,000円未満　　E．10,000円以上
12．ガーデニングや園芸の目的は何でしょうか？（複数回答可）
　　A．植物を育てる　　B．収穫　　C．室内で飾る　　D．景観　　E．その他（　　　　　　）
13．ガーデニングや園芸作業で今，困っていることは何でしょうか？（複数回答可）
　　A．生育がむずかしい　　B．水やりについて　　C．肥料について　　D．苗の選び方について　　E．植え方について
　　F．虫がつく　　G．土の入れ替え　　H．その他（　　　　　）
14．ガーデニングや園芸の分野で，今後充実してほしいことは何でしょうか？（複数回答可）
　　A．相談できる窓口　　B．初心者向けの講習会　　C．園芸技術を高める研修や資格
　　D．情報交換のネットワーク　　E．ビデオや書籍等の教材　　F．その他（　　　　　　　）
81宮下・渡辺・岩崎・山口：「環境園芸士」資格制度発足に向けて
CW3_AY357D07.indd   81 2010/04/22   15:12:29
プロセスシアンプロセスマゼンタプロセスイエロープロセスブラック
象であるということの違いによるものと考えられた．
　次に園芸に関して，「現在栽培している種別とこれから栽
培したい種別」を示した．第４図に示すように，現在一番多
く栽培している種別は男女とも花であり，次いで女性では観
葉植物が多くみられた．第５図の今後栽培したい種別につい
ては男女ともに野菜が最も多く，次いで花が多くみられた．
野菜についてはベランダ菜園・キッチンガーデンなどが盛ん
になり始めており，昨今の食の安全・安心に対する関心の高
さや価格変動の影響があるものと思われた．これらは園芸資
格講座におけるプログラムに反映する必要があると考えら
れた．
　第６図に「ガーデニング・園芸の目的」のアンケート結果
を示した．「景観」が最も多いが次いで「植物を育てる喜び」
が多く戸建居住者には「収穫」が多くみられた．「室内で飾る」
は住居別では少ないが男女別にみると女性が13.6％男性が
8.2％という数字が示された．「その他」の自由記述欄では癒
し・リフレッシュ・ストレス解消のためという意見が大半を
占め，子女・孫の情操教育のためという記述もみられた．
　第７図に「現在園芸を行っていない理由」のアンケート結
果を示した．「時間がない」「場所がない」などの回答が多かっ
たが，特に女性の回答に「手入れが大変」「虫がきらい」「以
前に枯らしてしまった」という項目が多かった．レジャー白
書の特別レポートに，近年の傾向として中高年層が，かって
手がけた音楽やテニスといった趣味へリバイバルしている
事例が紹介されている．一度園芸に興味を持ち，「以前に枯
らしてしまったから」として現在園芸を行っていない人たち
への働きかけは，カムバック需要として大いに期待がもてる
と考えられた．
　第８図に「女性についての園芸の取り組み状況」を年代別
に示した．これによると園芸を行っていない女性は30歳まで
と30歳～40歳の年代に多くみられた．第９図に ｢若年女性が
園芸を行っていない理由｣ を示した．「手入れが大変」「園芸
の知識がない」「以前に枯らしてしまった」という項目が多
かった．このことから30歳までと30歳～40歳までの若年の女
性層には園芸資格講座の潜在需要があると考えられた．
　今後，「ガーデニング・園芸に取り組みたい人」の地域別，
住居別（マンション・戸建て）構成比を第10図に示した．地
第３図　庭やベランダでのガーデニング・園芸の取り組み状況
第６図　ガーデニング・園芸の目的は何か　（複数回答）
第７図　ガーデニング・園芸を行っていない理由は何か
 （複数回答）
第４図　栽培している園芸種別は何か　（複数回答）
****
＊＊は独立性の検定で園芸種別間に有意差があることを示す．（P＜0.01）
第５図　これから栽培したい園芸種別は何か　（複数回答）
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域別では東京都に次いで千葉県が多かった．住居別ではマン
ション居住者が多いという結果であった．このことから現在
園芸資格制度検討委員会で検討されている東京会場での講
習会開催は利便性からも必要であると考えられた．
　第11図に「今後ガーデニング・園芸の分野で充実してほし
い内容」についてのアンケート結果を男女別に項目別の構成
比を示した．「相談できる窓口」という要望が最も多く，現
在休止中である園芸学部の園芸相談の再開を検討する必要
があることが考えられた．
　園芸資格講座に関連する「初心者向け講習会や園芸技術を
高める研修や資格」の項目内容についても関心が高く，その
希望者の合計値を年代別・男女別の構成比として第12図に示
した．年齢が高くなるほど希望者が多い結果となっている一
方で，30歳までの女性にも希望者がみられた．前述の「園芸
の知識がない」「以前に枯らしてしまった」という回答を寄
せた現在園芸を行っていない若年層の女性が，今後の園芸資
格講座の対象になることが期待される．
⑶　 松戸市・柏市の公共施設における緑地・花壇の手入れの
状況
　「花と緑の街づくり」のために，園芸技術者が活躍する場
を調査するため園芸学部キャンパスのある松戸市（みどりと
花の課）と附属農場を継承した環境健康フィールド科学セン
ターのある柏市（公園緑政課）の協力を得て，公共施設（小
中学校59ケ所・病院10ケ所・その他施設35ケ所，計104ケ所）
の「緑地・花壇の手入れの状況」をアンケート（第４表）と
ヒアリングにより調査を行った．
　第13図に「緑地・花壇・菜園・芝生の設置状況」を示した．
第12図　 初心者向け講習会や園芸技術の研修・資格の年代別
希望者
第10図　今後ガーデニング・園芸に取り組みたい人
第11図　 ガーデニング・園芸の分野で充実して欲しい内容は
何か （複数回答）
第９図　 若年女性のガーデニング・園芸を行っていない理由
は何か （複数回答）
第８図　女性の年代別のガーデニング・園芸の取り組み状況
第13図　 松戸市・柏市の公共施設における花や緑の設置状況 
（複数回答）
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第４表　公共施設における緑地・芝生・花壇・菜園の手入れに関するアンケート
　千葉大学・園芸学研究科では，園芸技術の普及・向上のための研究を行っております．
　研究の一環として，花と緑の街づくりに役立つ園芸技術の指導者を養成する教育プログラムを学生・社会人対象に開催
すべく準備を進めております．つきましては，学校・病院・公民館等の公共的な施設における緑地・芝生・花壇の手入れ
の現状について調査いたしたく，アンケートのお願いをしております．何卒，ご協力の程よろしくお願いいたします．
１．現在施設内にあるものについて，お答ください
　　A．緑地　　B．花壇　　C．菜園　　D．芝生　　E．その他（　　　　　　　　　　　）
２．それぞれの手入れは誰が行っていますか？
　　・緑地，芝生：A．専属の業者　　B．職員　　C．ボランティア　　D．何もしていない　　E．その他（　　　　）
　　・花壇，菜園：A．専属の業者　　B．職員　　C．ボランティア　　D．何もしていない　　E．その他（　　　　）
３．専属の業者以外での手入れの状況はいかがでしょうか？
　　・緑地，芝生：A．よい　　B．ふつう　　C．わるい　　D．その他（　　　　　　　　　　）
　　・花壇，菜園：A．よい　　B．ふつう　　C．わるい　　D．その他（　　　　　　　　　　）　　　　　
４．専属の業者以外での手入れが十分できている理由をお聞かせください
　　A．職員が熱心にやっているから
　　B．ボランティアの人たちが熱心だから
　　C．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
５．専属の業者以外での手入れが不十分な場合の理由をお聞かせください
　　A．職員が忙しく手がまわらない
　　B．職員は熱心だが，園芸技術を知らない
　　C．ボランティアが少ない
　　D．ボランティアはいるが，園芸技術を知らない
　　E．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
６．現在困っていることは何でしょうか
　　A．手入れが悪いため，景観が損なわれる
　　B．病害虫が発生している
　　C．花や野菜の生育が悪い
　　D．雑草が多くなっている
　　E．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
７．今後，園芸技術の指導者が養成された場合
　　A．電話・ネットでの相談の窓口がほしい
　　B．定期的に維持管理（手入れ）の指導をお願いしたい
　　C．スポット（不定期）での維持管理（手入れ）の指導をお願いしたい
　　D．利用しない
　　E．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
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「花壇」が最も多く設置され次に樹木の植栽されている「緑
地」が続いている．環境教育とも関連することから学校の現
場には「緑地・花壇・菜園・芝生」のすべてが多く設置され
ていることがわかった．
　花や緑の維持管理を専門の業者に委託していない「公共施
設での手入れが十分でない理由」を第14図に示した．第13図
の設置状況から敷地面積の広さに伴い花や緑の種類が多い
と考えられる学校では職員の手がまわらない現状が見られ
る．そのため，地域のボランティア活動の活発化が望まれる
と同時に園芸技術の指導者が必要であることが考えられた．
病院やその他の公共施設でも職員が忙しくボランティアの
人数が少ない状況は同様であり，行政と連携し園芸技術者が
ボランティアを指導して花と緑の街づくりに貢献していく
役割は大きいと考えられた．
　次に「園芸技術者に要望される具体的な内容」についての
アンケート結果を第15図に示した．「スポットでの指導」，「電
話・ネットでの指導」の希望が多かった．また，学校では「定
期的な指導」を望む意見もあった．松戸市・柏市の担当部署
とのヒアリングの結果，これらの学校の期待が大きい要因と
しては，生徒への環境教育・生物関連の授業を行う回数が多
く，水稲を植える，季節の花を植える等の指導を一年中行っ
ているために花や緑に対する意識が高いことがある．もう一
つは，小中学校の先生方にはある程度花や緑に対する知識が
あり，病害虫に対する農薬の知識や特定の植物が良く育つ方
法などについてさらなる知識を得たいなどの関心が高いこ
とがあげられた．
　病院からの積極的な利用の意見が少ない理由として，経営
的な面からと時間的に余裕がないという問題が大きく作用
していると考えられた．その他の公共施設ではスポットでの
指導や電話・ネットでの相談窓口を希望している意見もあり，
今後の園芸学部の園芸相談の再開時には考慮していく必要
があると考えられた．現在検討を進めている園芸資格講座は，
個人の趣味としての園芸技術のレベルアップのコースおよ
び，次のステップとしての「花と緑の街づくり」の指導者養
成コースを考えている．
　このことから，学校を中心とした公共施設が今後の園芸技
術者の活躍の場として大きな期待が持てると考えられた．
　以上の市場調査の結果をふまえて園芸資格制度検討委員
会での検討を進めた．
4.　園芸資格講座の概要
　学内及び戸定会の園芸資格制度検討委員会メンバーによ
る検討は第５表のスケジュールに沿って進められた．その結
果下記のように骨格を固めた．（2010年４月以後は予定）
⑴　目　　的
　園芸入門者や愛好者に対して園芸技術を広め，個人の園芸
愛好，街の美化，情操教育に貢献し，園芸文化を高めていく．
１）千葉大学・園芸学部としての社会貢献
２）園芸技術者の養成
　・園芸の技術を習得し自ら園芸を実践し楽しめる人の養成
　・ 「街の美化」および「情操教育」のために園芸を社会で
実践できる人の養成
　・ 「街の美化」および「情操教育」のために現場で他の人
を指導できる人の養成
　・ 園芸に関する最新，高度な技術情報の提供による専門性
の高い園芸技術者の養成
３） 100周年記念館の運営事業への貢献
⑵　対 象 者
　社会人，学生
⑶　分　　野
　花卉，蔬菜，果樹・植木の３分野において講座を開設する．
　講座内容は個々の各分野，またはそれらの組合せ，および，
この３分野以外の園芸に関する項目を含んで構成する．
⑷　講座内容
　園芸を実践できる人材の育成は，講義と実習を組み合わせ
て実践と応用力を身につけさせ，現場で他の人を指導できる
人の育成は実習を中心とする．
第14図　 松戸市・柏市の公共施設における
花や緑の手入れが十分でない理由 （複数回答）
第15図　松戸市・柏市の公共施設における園芸技術者への要望
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検　討　事　項
平成21年度（2009年度） 平成22年度（2010年度）
６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９
１．基本構想と目的
２．準備委員会
　　委員会の役割と他の組織との関係
　　委員の選考
　　委員長候補の選考
　　委員の委嘱
　　第一回委員会
　　準備委員会事務局
３．名　　称
　　園芸士の正式ネーミングの検討と決定
　　商標登録
４．教育プログラム
　　モデルプログラムの作成（花卉）
　　対象とする分野の検討
　　教育目的とカリキュラム設計、レベル毎
　　講師の選考
５．事業計画
　　収支予算
　　運転資金
　　財務モデルの決定
６．事業運営組織
　　事業を行う法人についての検討
　　理事、事務局長、事務などの組織の検討
　　設立
７．広　　報
　　ホームページ作成
８．実　　施
　　21年度公開講座（果樹）
　　22年度教育プログラム（花卉）
第５表　資格制度検討事項タイム・スケジュール
　最新で高度な技術情報の提供はセミナーを中心にするが，
できるだけデモや展示を活用していく．
⑸　資格制度
　園芸技術向上のための目標と社会的評価としての必要性
から，各分野ごとに資格制度を設け，所定の講習修了者に以
下の資格を認定する．
　３級：園芸の技術を習得し自ら園芸を実践し楽しめる人
　２級： 「街の美化」および「情操教育」のために園芸を社
会で実践できる人
　１級： 「街の美化」および「情操教育」のために現場で他
の人に指導できる人
　特別認定：園芸の最新で高度な技術を習得した人
⑹　 教育目標
　３分野における教育目標は資格別にしてレベルを定める．
（資格名称は仮称）
１）花卉
　（ア）花卉３級：家庭で花庭を作る
　（イ）花卉２級： ボランティアとして，街づくりのために
花庭を造る
　（ウ）花卉１級：プロとして花庭を創る
２）野菜
　（ア）野菜３級：家庭で菜園を作る　
　（イ）野菜２級：リーダーとして家庭園芸・市民農園を作る
３）果樹・植木
　（ア）果樹・植木３級：家庭で果樹・植木を作る　
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　（イ）　果樹・植木２級： 家庭で果樹・植木の選別・剪定を
行う
⑺　講　　師
　従来の公開講座は学内の教員だけで行われていたが，第６
表にあるように昨年実施した「楽しい，ためになる果樹講座」
は園芸資格制度のトライアルと位置づけ学内教員と戸定会
による初めての共同プログラムとして行われた．その結果，
受講者からは理論だけでなく実践的な内容で参考になった
という意見が聞かれた．
　今後，他の対象分野である花卉，蔬菜，果樹・植木につい
ても共同の講師陣をそろえる準備を進めている．このような
戸定会からの講師派遣により従来から行われていた公開講
座に関連する学内教員が本来の研究業務に専念できる時間
の創出効果が期待される．
⑻　 園芸資格の名称
　園芸，環境，緑，グリーン，ガーデナー，英語名を組み合
わせた100件のネーミング候補の中から，環境園芸士，環境
園芸アドバイザー，園芸専修士，グリーン・フィンガーの４
件に絞り，戸定会検討委員会メンバーで選考を行った．
　その結果，当面名称は「環境園芸士」で進め更に検討を重
ねて2010年６月に最終決定を行うこととした．
⑼　 講習場所・時期
　座学，実習の場所は松戸・柏キャンパスが主となるが，一
部は東京都内（田町）の千葉大サテライトオフィスを使用し
ての講習も行う．時期は大学側の休業時期である春季・夏季
とし，東京のサテライトオフィスでは平日夜間の実施を予定
している．
5.　環境園芸士講座の特徴
　第７表にあるように，現在，園芸に関連した資格は数多く
ある．これらをみると，名称は異なるが類似の資格が多く園
芸の基礎的な知識よりも方法論が中心であり講義や通信講
座といった座学が多いのが特徴である．さらに資格の多くが
個人の趣味レベルでの園芸技術の向上を目指したものであ
り，「花と緑の街づくり」といった社会貢献的なプログラム
は少ない．これらをふまえ環境園芸士講座は以下の内容とし
た．
⑴　 大学での最新でアカデミックな知識に加えた豊富な実
践経験
　学内講師による園芸の基礎的な知識や最新の技術情報と
戸定会講師による実社会における実践経験に基づいた知識
を組み合わせた講座．
⑵　農場での体験実習
　座学だけではなく松戸・柏の農場での実習による実践経験
からの園芸技術の理解を深めることができる．第６図のガー
デニング・園芸の目的で「その他」の自由記述欄に「子供た
ちへの情操教育」を挙げた中高年世代のために，子女・孫の
同伴を可とし幼児期からの園芸に触れる機会をつくる．
第６表　平成21年度　千葉大学園芸学部公開講座「楽しい，ためになる果樹講座」
期　　日 内　　容 講　　師
10月３日（土）
果物についての知識
―歴史・近年の事情，流通―
近藤　　悟（園芸学研究科教授）
小島　寿行（元日本園芸農業協同組合連合会業務部長）
10月10日（土）
果物を食べる
―ブドウの品種，試食―
植原　宣紘（㈱植原葡萄研究所代表取締役）
10月17日（土） 家庭で果物の栽培―総論― 小原　　均（環境健康フィールド科学センター准教授）
10月24日（土）
果物を食べる
―リンゴの品種，試食―
土屋　七郎（元農水省果樹試験場育種部長）
11月14日（土）
家庭で果物の栽培
―実例：ブドウ―
大川　克哉（園芸学研究科助教）
山口　利隆（園芸学研究科特任教授）
12月５日（土）
家庭で果物の栽培
―実例：カンキツ類ー
吉川　公規（静岡県農林技術研究所主幹）
三輪　正幸（環境健康フィールド科学センター助教）
12月12日（土）
果物を食べる
―果物・果樹葉の健康機能性，おいしい
果物の見分け方―
近藤　　悟（園芸学研究科教授）
小島　寿行（元日本園芸農業協同組合連合会業務部長）
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資格名 目　　的 業　　務 資格認定
講座内容
学　　科 実　　技 費　用 備　　考
園芸装飾技能士
観葉植物を使っ
て室内装飾を行
う国家資格
インドアガーデ
ンの製作・室内
園芸装飾
国家資格
（１級～３級）
植物一般 ・観葉
植物の維持管
理・園芸施設
インドアガー
デンの作成
学科
3,100円
実技
15,000円
職業能力開発
協会窓口
実務経験必要
生活園芸士
ガーデニングに
関する専門的知
識・技能と地域
のガーデン作り
の普及・指導
育苗・寄せ植え・
コンテナガーデ
ン・キッチン
ガーデン・果樹
栽培
全国大学実務
教育協会
園芸植物病論・
土壌，肥料・ビ
ジネス園芸・エ
クステリア
ガーデニング
実習・育苗実
習
恵泉女学園，
南九州大学で
の履修科目取
得者
園芸福祉士
障害者や高齢者
などの医療・福
祉的な関わりを
必要とする人の
ために行う
園芸活動を通し
て，身体的・精
神的・社会的な
効果を上げる
NPO日本園芸
福祉普及協会
コミュニティー
づくり・福祉，
病院機関での活
動
モデルガーデ
ンづくり
受講料：
36,600円
進土東京農大
前学長，理事
長，全国の会
員3,300人，首
都圏300人
グリーン
アドバイザー
ガーデニングや
草花の楽しみ方
や育成方法など
を適切にアドバ
イス
「花のお医者さ
ん」，園芸店や
ホームセンター
でのアドバイ
ザー
㈳日本家庭園
芸普及協会
園芸植物の栽
培・管理・園芸
肥料・園芸用品
の知識
フラワーショッ
プでの実務経
験
受講料：
39,000円
全 国 で 現 在
10,000人 が 登
録
グリーン
マスター
インドア空間へ
植物を効果的に
配置し，良好な
居住環境を保つ
ための普及支援
グリーンコー
ディネーター
へ，地域の花育
の推進アドバイ
ザー
㈳日本インド
ア・グリーン
協会
インドアプラン
ト・庭園樹木・
花壇草花・花鉢
受験料：
10,000円
１級～３級と
士補の４階級，
平成20年110人
の合格者
コンテナー
ガーデニング・
マスター
都市化に伴う人
工地盤上での緑
の確保のために
コンテナガーデ
ンを広める
ベランダや屋上
ガーデン，商店
やオフィス，公
園等の都市景観
整備
RHSJ（英国王
立協会日本支
部）
コンテナ栽培技
術の基本・植栽
計画・維持管理・
ガーデンデザイ
ン
受講料：
150,000円
法人105件，個
人会員3,000人，
40歳～60歳の
女性が大半を
占める
ガーデン
コーディネ－ター
ガーデニングを
楽しむ人，プロ
のガーデンコー
ディネーターを
目指す人のため
ガーデンコー
ディネートの請
負や，ガーデニ
ング教室の講師
など
日本園芸協会
花の手入れの仕
方，ハンギング
やコンテナの寄
せ植え
受講料：
62,000円
通信講座，テ
キストとビデ
オを併用する
年間3,000人受
講女性が60％
美味安全・
野菜栽培士
野菜を自分で栽
培したい，安全
でおいしい野菜
を作りたい初心
者のため
“安全でおいし
い野菜” が作れ
るようになる
日本園芸協会
野菜の栄養，土
や肥料，有機栽
培の実践法，野
菜の加工法，品
種ごとの栽培方
法や収穫のポイ
ント
受講料：
43,000円
通信講座，「基
礎編」「栽培
収 穫編」［販
売管理編］の
テキスト，年
間1,000人受講
庭園管理士
自宅の庭木の手
入れ，庭師とし
て転職，再就職，
独立開業を目指
す人のため
自宅の庭木の手
入れをする，あ
るいは庭師を目
指すこともでき
る
日本園芸協会
庭木の剪定・病
害虫防除，庭木
の手入れの技能
受講料：
47,000円
通信講座，テ
キスト３冊，
ビデオ／DVD
２ 巻， 年 間
3,000人受講
薬草ガーデン
マスター
薬草を自分で育
てたい，薬膳料
理を楽しみた
い，薬草の庭を
作りたい人のた
め
薬草によるアン
チエイジング，
美容やリラク
ゼーションへの
活用
日本園芸協会
身近な薬草，薬
木やハーブま
で，約120種 類
の栽培方法と薬
効
受講料：
62,000円
通信講座，テ
キスト５冊，
ガイドブック
がある
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⑶　個人の趣味から花と緑の街づくり
　花卉の分野では３級の家庭で作る花庭から２級のボラン
ティアとして造る花庭へと技術アップすることにより，市民
として「花と緑の街づくり」に貢献できる．
⑷　花卉，蔬菜，果樹・植木の総合園芸
　花卉，蔬菜，果樹・植木の各専門分野を総合的に学べる．
⑸　花と果樹・植木で庭づくり､ 街づくり
　個人の家や公共施設での花壇づくりは今後益々増加する
ものと思われる．専門業者ではなく個人や市民園芸ボラン
ティアが花壇を維持管理していくために，花，造園，デザイ
ンの知識と実習を組み合わせて学ぶことができる．
⑹　行政との連携による活躍の場の広がり
　松戸市・柏市の緑地・花壇のアンケート結果にあるように
（第14図），公共施設での環境園芸士への要望は高い．また「花
と緑の街づくり」を進めている松戸市・柏市の担当課からも
園芸ボランティアのリーダー養成の観点から環境園芸士へ
の期待が大きい．　
　今後，行政・大学・市民の連携が進められていくことが検
討されているが，これらの動きが千葉県内さらには首都圏へ
と広がる可能性が考えられる．
結論　園芸文化の向上に向けて
　150年前の1860年（万延元年），幕末の日本を訪れたイギリ
スの園芸家ロバート・フォーチュンはその著「幕末日本探訪
記・江戸と北京」［６］の中で，訪れた江戸の町を「世界の
どの都市も及ばない日本の景観」と称賛し，さらには「母国
イギリスに優る花を愛する文化の国」と褒め称えた．このよ
うな花と緑に溢れた日本の景観を取り戻すためには，私たち
一人ひとりが花卉，蔬菜，果樹・植木を日常的に育て楽しむ
事を通して，花や緑に親しむ国民性を高めていくことが大切
ではないだろうか．そして園芸が国民の教養として常識にな
ることが環境の保全を高め，植物の持つ療法的効果からくる
人の健康維持に貢献することにつながる．そのために「環境
園芸士」の果たすべき使命・役割は大きく，今後，更に学内
と戸定会のコンセンサスを得ながら各分野ごとのプログラ
ム，講師陣の人材確保，広報活動等の詳細設計を進めていく．
　この社会貢献教育プログラムにより，千葉大学・園芸学部
100年の歴史に恥じない本格的な園芸技術が広まり国内外の
園芸文化の向上に資するものとなる．
謝　　辞
　今回の検討については，2007年から開設されたエキスパ―
トプログラムの存在が大きい．このプログラムを最初に推奨
していただいた小林達明教授のおかげで，緑地環境学コース
（環境健康学領域）での病院緑化の研究から園芸の各分野（花
卉，蔬菜，果樹・植木）へとコースを超えた調査・研究を進
めることができた．あらためて感謝申し上げるとともに引き
続き今後のご指導をお願い申し上げる．
　学内と戸定会の検討委員の皆様には今日まで多くのお力
添えをいただき深謝申し上げる．特に戸定会の伝統ある同窓
意識と団結力の賜物により今日までの進展に至ったことに
あらためて感謝し今後とも更なるご協力をお願いする次第
である．
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